
  

  

 

 

 

 

 

 

 （青少年相談センター嘱託職員 山下 秀光 撮影）      

                

ほめることの大切さ 
   相模原市立淵野辺小学校 小泉和義 

 

子どもたちの日々の学校生活を見ていると、その中

に、「さすが」と思うことや、「なるほど」と思うこと

など、大人（教師）としても色々学ばされたり、考え

させられたりすることがよくある。先日もこんな光景

を、淵野辺小学校のグラウンドで目にした。 

１年生と６年生が合同で「新体力テスト」のシャト

ルランをしていた時、６年生のある児童が、ペアにな

って走る１年生に「いいぞ、がんばれ」と応援をして

いた。そして全力を出し切りフィニッシュした１年生

に、６年生は自分のことのように「よくがんばった、

すごいね！」と声をかけていた。声をかけられた１年

生には、当然のこと、満面の笑みがこぼれていた。 

このケースのように、子どもたちは自分がほめられ

認められた時、その顔は満足感にあふれ、次へのやる

気さえ感じる時がある。ちょっとした賞賛や声かけで

子どもがかわる瞬間は多いものだ。もちろん授業中で

も子どもは大きくかわる。担任にほめられたり、友だ

ちに認められたりすることにより、その子は自己有用

感を高め、自分への自信を深めていくことにつながっ

ていく。ほめることの大切さがここにあるかと考える。 

しかし、ほめることの難しさもある。確かにほめる

ことは大切なのだが、過剰な賞賛や、口だけのほめ言

葉ではかえって逆効果にもなりかねない。元小学校校

長であり、僧侶でもあった教育者の東井義雄氏（1912

～1991 年）は、ほめることについて、次のような言葉

を残している。 

「子どもは､どの子も自分を認めてもらおうと､信号を

送っている。その信号に応え、芽を伸ばすためには、

ほめるのではなく､喜ぶことであり、叱るのではなく､

悲しむことである。口先だけでなく、体中で喜び、体

中で悲しみを表現する時、子どもは喜びの方向に伸び

る。」 

子どもをほめることにはテクニックや口先だけでは

なく、子どもの良い行動を周りの大人（教師や親等）

がその成果を評価し、がんばったことを本気で喜んで

あげることが重要である。そのためにも私たち大人が

しっかりとした価値観や、優しさを持って行動するこ

とが、何より大切なのだと思う。 
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報告書の作成 

相談室の片付け 

月曜日は、相談室ごとにカウンセ

ラーが全員集まり、会議を行って

います。 

相談室編 

相談室の面接室には、セラピーのた

めのおもちゃもあります。遊びを通

しながら話をするプレイセラピー

も行います。 

面接がないときは、書類の作成や依

頼を受けた研修等の準備をします。

指導主事と気になる子ども達の情

報を共有することもあります。 

相談電話がかかってくると対応し

ます 

SSW（スクールソーシャルワー

カー）や指導主事と、ケース会

議への打ち合わせや情報共有を

行い、支援の方法について話し

合います。 

面接室を片付けたり、報告書等を

作成したりして、一日の勤務が終

わります。 

学校編 

コンサルテーションでは、校長先

生、教頭先生、コーディネーター

の先生等と、気になる子ども達の

情報交換を行います。 

授業を見せてもらい、子ども達の

様子を観察します。 

※月曜日の午後からは、研修会等も

あり、大学教授や医療や福祉などの

専門機関の方に講義を受けることも

あります。 

休み時間は相談室を開放してい

て、子ども達が遊びに来ます。 

給食は教室で子ども達と一緒に

食べることもあります。 

コンサルテーションでは、担任、

養護教諭、支援教育支援員さんと

の情報共有を行い、支援の方法等

について相談します。 

相談室を片付け、報告書を作成し

たり、連絡事項をまとめたりし

て、一日の勤務が終わりにます。

また、自分が講師となって学校に

研修に行く日もあります。 

 

カウンセラーが学校の相談室に

いる日は、面接だけではなく、 

電話での相談にも対応していま

す。 

青少年相談センターでは、心理の専門家として青少年教育カウンセラーが

６５名勤務しています。学校に出張相談でうかがっているカウンセラーが

６２名、相談指導教室に勤務するカウンセラーが４名となっています。 

今回は、カウンセラーが学校や相談室で、どんな一日を過ごしているか 

の一例をご紹介したいと思います。 

 

ＳＳＷや指導主事、関係機関が集

まって、会議を開くこともありま

す。 

こんな相談が 

あるみたいだよ。 

心配なこと、困ったこと、話し

たいことがあったら、相談室で

お話しませんか？相談室は、 

ちょっと…という人は、電話で

もＯＫです。一人で悩まないで、

一緒に考えましょう！！ 

どうしま

したか？ 

・友だちと上手に遊びたいなぁ 

・学校に行きたくない時がある

んだ。 

・お母さんとけんかしてしまっ

た…。 

などなど 

面接以外にも 

たくさんのことを 

しているんだね。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２７日（金）、第１回「不登校を考える

つどい」を青少年相談センターで開催しまし

た。今回は、「子どもに寄り添う」をテーマと

して、参加者が親役や子ども役となり、グルー

プごとにロールプレイを行いました。その後、

日頃の困り感などを出し合い、意見交換をしま

した。 参加された方の感想を紹介します。 

「グループにカウンセラーさんが入ってくだ

さったことで頭の整理がとてもしやすかった

です。自由に自分を出せて楽しかったです」「前

回（２月）参加して、お母さん同士の話ができ

てすごくすっきりしたので、今回も参加しまし

た。」 

６月８日（水）、第１回不登校対応セミナーを

鵜野森中学校で開催しました。講師には、東京福

祉大学・田上不二夫教授をお招きし、「不登校の

理解と未然防止・初期対応 ～学級集団プログラ

ムの理論と実際～」と題してお話をいただきまし

た。当日は８９名の参加者があり、「人間関係づ

くりゲーム」を実際に体験しながら、不登校対策

について学ぶことができました。 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

E メール相談 

 
相談室で、子どもたちと関わるときの媒介になるも

のの中で、「将棋」はとても有効なツールです。教室
の中に自分の居場所が見つかりにくくて、たびたび来
室するうちに将棋の技を究め、他の子からも一目置か
れるようになった A くん。注意散漫な性格で、うっか
りミスで負けてばかりだったけれど、何度も練習する
うちに上達し、先を見通す力も身につけた B くん。人
と関わることが苦手で、声をかけても逃げてばかり 
だったけれど、将棋を介せば会話することができた C
くん。たかが将棋、されど将棋…。将棋は、子どもと
じっくり向き合い、同じものに注意を向ける、まさに
「共同注視（ジョイント・アテンション）」をする、
奥深い作業だなあと感じます。子どもたちの成長を身
近で感じられる将棋パワー。今週はだれと対戦できる
か、楽しみです。    （Ｂカウンセラー） 

 

小学校の相談室では、相談室に来室した子に、学年
と名前を書いてもらうことにしています。名前を書い
てもらう用紙には、毎週、子どもたちが来室する前に、
カウンセラーからの一言を添えるようにしています。
気候や学校行事のことをはじめ、様々なメッセージを
書いておくと、そこから子どもたちと話が広がってい
きます。話をしていると、子どもたちが、いろいろな
思いを持って学校生活を送っていること、小さな出来
事でも子ども達にとってはとても大きく、大切な出来
事であることを感じます。相談をしてくれた子が、廊
下で顔を合わせた際、困っていたことがその後どう
か、こっそり教えてくれることもあります。「もう大
丈夫」「また遊びに行きます」という言葉とともに笑
顔が見られると、こちらも嬉しくなります。                                   
（Ａカウンセラー） 

 

不登校を考えるつどい 不登校対応セミナー 
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